
北海道研究林標茶区における降水の pHとEC

ー1999年から 2009年までの 11年間の変化ー

北海道研究林標茶区 勝山智憲

1. はじめに

1980年代以降、降水の酸性化、酸性降下物による森林への影響が社会的な問題となり、全国

大学演習林協議会のネットワークにおいても、森林地域への酸性降下物のモニタリングが 1993

年から開始されている（演習林試験研究年報 2004)。北海道研究林標茶区においても 1999年

5月から湿性降下物の観測を開始し、 pHおよび電気伝導度（以下、 ECと記す）の測定が現在

も継続されている。さらに、湿性降下物の質や量、季節変化や特徴を把握することも試みられ

ている。しかしながら、北海道研究林のデータのまとめは、 2002年度分のみ報告されているが

（演習林試験研究年報 2004)、経年的な変化などの報告は行われていない。

そこで、 1999年から 2009年までの 11年間の観測データ (5月から 10月まで）から、降水

の pH及び ECについてまとめた結果を報告する。

2. 調査地の概要と調査方法

北海道研究林標茶区は北緯 43° 19' 、東経 144° 37' 海抜 25mに位置する。釧路市の北 40

kmの内陸部に位置し、夏は最高気温が 36℃に達し、冬は一 30℃に達することもあり、北海道の

中でも気象条件の厳しい地域である。 1999年から 2009年までの年平均気温は 6.9℃、年平均

降水量は 1,149mmである。ただし、 2008年は雨量計の故障等により参考値となっているため、

それを除けば 1,184mmであった。また、 11月下旬から 4月中旬までは路面、土壌凍結に見舞わ

れ、 12月から 4月後半までは数cmから数十cmの積雪があり、冬期間中は非常に厳しい環境であ

る。

調査は標茶区の気象観測所に設置されている大気降下物採取器で採取される降水を用いて行

った。調査期間は通年ではなく、 5~10月まで 1週間ごとに行った。なぜなら 11月から 4月

まで凍結や積雪による影響で大気降下物採取器を停止しており、この期間の観測は行っていな

いためである。 1999年～2009年の 11年間の総測定回数は 277回にのぼった。採取された降

水の pH及び ECを、 pHメーター（東亜電波工業製 pHMETER HM・l2P) および電気伝導度

測定機 (HORIBACONDUCTIVITY METER B-173) で測定した（中川 2002)。pHの平均値

は各降水の pHを水素イオン濃度に変換し、降水量を加重して求めた。本報告では、 pH及び

ECの頻度を計算し、頻度の結果から考察を行い、季節変化による傾向についても調べた。

1999年から 2009年までの 11年間の観測期間中の降水量をみると、最大値が 2009年の

1046.5 mmで、最小値が 2004年の 485.5mmであった。 2006年に 901.0mmを記録しているがこの

3年間を除けばほとんどの年が、 600mmから 800mmの間で推移した。降水の多かった 2年間は

いずれも 6月から 7月と 9月から 10月に多く、北海道独特の湿気を伴ったじりじりと降る梅

雨のような天気の影響と台風による影響だと考えられる。この観測期間中、平均気温がもっと

も高かったのが 2008年の 16.9℃、最も低かったのが 2001年の 14.4℃であった。平均気温は

14℃~16℃で推移した。

3.結果

①pH及び ECの頻度分布
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ECの季節変化

とpH及び ECの相関関係

ここでは、観測した 11年間のデータを元に降水量、 pH、ECのそれぞれの関係を図 8、図 9、

図 10に示す。降水量と pHの関係についてみると、降水量が 100mm以下の場合、 pHは 4.5~

7.0と広い範囲に分布していた。 100mm以上の場合、pHは 5.0~6.0の範囲に収束した。つまり、

降水量が少ない場合に酸性を示す可能性があることがわかる。 EC と降水量の関係についてみ

降水量が多いと ECは小さく、降水量が少ないと ECが大きくなる傾向が顕著に現れて

いる。さらに図 10より pHとECの間には明瞭な関係はみられず、 pHの低い降水では ECの

ばらつきは小さく、 pHが高くなると ECのばらつきがより大きくなることがわかった。

らのことから、酸性の強い降水は、単に降水量が少ない場合に生じるのではなく、降水に何ら

かの物質が溶け込んでいるものと考えられた。
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図 8 降水 とpHの関係 図 9 降水 とECの関係
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4. まとめ

この報告では 11年間の記録をもとにまとめたが、経年的な大きな変化や傾向は明らかでな

かった。また ECに関しては最大値が 146μ8/cm、最小値が 2μS/cmとデータ個々には変動が

あった。また、標茶区の pHが酸性雨の基準である 5.6以下である場合が 60％近くを示してい

る状況から、酸性の降雨が多い状況である。温暖化による酸性雨の影響を最小限に抑える努力

は必要であり、湖沼や士壌、森林への影響も心配される。今後は冬期の観測を含め、水質分析

を行い、 ECの内容について検討するなど、さらにいろいろな角度から分析が必要であると考

える。
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